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核兵器なき世界へ
映画とトークのつどい
12月1日（土）13:30～20:00　エルおおさかホール
参加協力　1,000円

働き方改革・労働契約法学習会
12月20日（木）18:30～ 国労大阪会館３F大会議室

あ

ん

な

い

　大阪労連共済は秋の拡大月間に向け、大
阪労連と一緒に組織拡大と共済拡大(個人
賠責等)の要請に各単産組織へオルグ訪問
活動を行っています。以下が訪問先＝都市
労、国労、生協労連、福保労、自交総連、
化学一般、JMITU、大教組、自治労連、
医労連、全国一般、年金者組合へ訪問しま

した。後日、化学一般「秋季年末闘争勝利
総決起集会」の熱気あふれる会場で訴えさ
せて頂きました。
　もうけを出す必要がない、助け合いの共
済だから、安い掛金で大きな保障が実現で
きます。メニューもいろいろあります。気
軽にご連絡下さい。お待ちしています。

黙
っ
て
い
て
は

民
主
主
義
は
奪
わ
れ
る

華
氏
１
１
９

【とき方】二重カッコをアルファベッ
ト順に並びかえてください。あらわれ
た言葉・成句・詩歌が答えです。

好クリーン好クリーン
（映画案内）ス

☎ 06-6357-6462  ⒝ 06-6357-1065大阪労連共済事務局 大阪労連共済は自治労連・大教組・国公労連・医労連・福保労の各共済とは制度が違います。

大阪労連

共済 .どっと来む 96

が
ス
タ
イ
ル
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
監
督
の
マ
イ
ケ

ル
・
ム
ー
ア
が
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
第
45
代
大
統
領

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
を

題
材
に
手
が
け
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
。
タ
イ
ト
ル

の「
華
氏
１
１
９
（
原
題
：

Fahrenheit 11/9

）」
は

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
勝
利

宣
言
を
し
た
２
０
１
６
年

11
月
９
日
か
ら
。
ム
ー
ア

ー
監
督
は
、
ト
ラ
ン
プ
が

勝
利
す
る
と
予
測
し
て
い

　

ア
メ
リ
カ
の
医

療
問
題
を
取
り
上

げ
た
「
シ
ッ
コ
」

な
ど
、
巨
大
な
権

力
に
対
し
て
も
ア

ポ
な
し
突
撃
取
材

ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
で

は
、
そ
の
理
由
が
具
体
的

に
語
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
、
民
主
党
党

員
の
投
票
で
は
バ
ニ
ー
・

サ
ン
ダ
ー
ス
氏
が
勝
利
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

大
統
領
候
補
に
選
ば
れ
な

か
っ
た
こ
と
。

　

し
か
し
、
ミ
シ
ガ
ン
州

で
公
共
事
業
が
民
営
化
さ

れ
て
起
き
た
フ
リ
ン
ト
の

水
道
水
の
鉛
汚
染
問
題
、

フ
ロ
リ
ダ
州
の
高
校
で
起

き
た
銃
乱
射
事
件
、
ウ
ェ

ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
か
ら

始
ま
っ
た
教
員
の
ス
ト
ラ

イ
キ
な
ど
、
労
働
者
や
市

民
、
高
校
生
が
日
常
の
生

活
か
ら
立
ち
上
が
り
、
共

和
党
や
民
主
党
の
古
い
政

治
家
を
追
い
詰
め
て
い
く

姿
が
映
し
出
さ
れ
、
団
結

の
力
に
未
来
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
は

「
あ
き
ら
め
ず
に
た
た
か

お
う
」「
声
を
上
げ
続
け

よ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い

い
ま
す
。
今
の
安
倍
政
権

に
対
し
て
も
同
じ
。
勇
気

を
も
ら
え
る
映
画
で
す
。

　

全
国
の
映
画
館
で
公
開

中
で
す
。

労働組合の共済はメリットいっぱい！
　財布に優しい労働組合共済！

ヒ
ン
ト
　
本
号
（
11
月
号
）
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隅
か
ら
隅

ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
い
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�
～
は
ハ
イ
ッ
と
ハ
ッ
キ
リ

と
�
極
め
て
大
き
な
都
会

�
多
く
の
～
と
別
れ
の
繰
り

返
し

�
勤
め
先
に
通
う
こ
と

�
あ
る
政
党
に
属
し
て
い
る

人
�
地
獄
の
沙
汰
も
〇
〇
次
第

�
早
出
の
対

�
火
災
。
～
と
喧
嘩
は
江
戸

の
華

�
音
読
み
と
〇
〇
読
み

ヨ
コ
の
カ
ギ
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眼
→
視
覚
。
指
先
・
皮
膚

→
？
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お
す
こ
と
。
〇
〇
の
一
手

❼ 

自
動
車
な
ど
の
後
ろ
の
車

輪
❽ 

～
に
お
茶
を
飲
ん
で
い
る

場
合
か
！

❾
〇
〇
と
答

�
予
断
と
～
に
満
ち
た
言
動

�
東
京
都
経
営
の
路
面
電
車

� 

旧
国
名
で
今
の
三
重
県
の

大
半

タ
テ
の
カ
ギ

❶
相
撲
の
準
備
運
動
の
一

つ
。
～
を
踏
む

❷
使
い
み
ち
。
～
が
広
い

❸
魚
を
釣
る
の
に
用
い
る

糸
。
～
を
垂
れ
る

❹
酒
は
冷
や
？
そ
れ
と
も
〇

〇
？

❺
め
ぐ
み
、
な
さ
け
。
～
を

受
け
る

❻
力
量
等
を
判
定
す
る
材
料

と
な
る
物
事

❽
非
・
無
な
ど
の
意
。
～
・

ス
ト
ッ
プ

�
軌
を
〇
〇
に
す
る

� 

地
下
運
動
家
な
ど
の
隠
れ

家
� 

倒
れ
つ
ぶ
れ
る
こ
と
。
～

家
屋

�
水
を
得
た
〇
〇
の
よ
う

�
♪
～
の
～
の
曲
が
り
角
…

�
会
の
規
則

� 

〇
〇
に
こ
も
っ
た
鐘
の
音

� 

日
本
古
代
史
に
関
す
る
魏

志
～

　

９
月
号
の
答
え
は
、「
う

ら
な
が
や
そ
う
ど
う
（
裏
長

屋
騒
動
）」
で
し
た
。
応
募

数
は
ハ
ガ
キ
24
通
、
メ
ー
ル

77
通
、
合
計
１
０
１
通
で
し

た
。
次
の
10
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

松
本
孝
子（
松
原
市
職
労
）、

布
山
雅
敏
（
堺
市
職
労
）、

出
渕
義
明（
枚
方
市
職
労
）、

反
中
桂
樹
（
貝
教
組
）、
山

田
浩
平
（
大
東
市
教
）、
赤

木
葵
（
府
障
教
）、
松
永
陽

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

　ハガキまたはE-mailで〒・住所･氏名･組合
名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034　大阪市北区錦町2-2 
　　　　国労会館1Ｆ　大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉12月５日（水）
　　　　〔発表は１月号〕
〈賞品〉 正解者の中から抽

選で10人に図書カ
ードを贈ります

子
（
大
阪
い

ず
み
市
民
生

協
労
組
）、平

岡
由
貴
（
福

保
労
さ
つ
き

福
祉
分
会
）、

浜
名
徳
明

（
新
興
出
版

社
啓
林
館
労

組
）、
辻
口

隆
（
年
金
者

組
合
吹
田
支

部
）

　

秋
の
臨
時
国
会
が
始
ま
り
、
安
倍
首
相
は
所

信
表
明
演
説
で
改
憲
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
憲
法
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む
だ
け
で
何
も
変

わ
ら
な
い
」
と
安
倍
首
相
は
言
い
ま
す
が
、
憲

法
に
自
衛
隊
が
書
き
込
ま
れ
れ
ば
、
軍
隊
を
持

つ
国
の
よ
う
に
、
平
和
だ
け
で
な
く
、
人
権
も

脅
か
さ
れ
ま
す
。

　

憲
法
99
条
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
を
無
視

し
、
憲
法
の
定
め
る
三
権
分
立
を
侵
し
て
立
法

府
に
改
憲
の
号
令
を
か
け
る
暴
走
を
続
け
る
安

倍
首
相
に
改
憲
を
語
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
論
調
査
で
も
国
民
の
多
数
の
願
い
は
改
憲

で
は
な
く
、
暮
ら
し
を
よ
く
し
て
ほ
し
い
で

す
。
私
達
は
戦
争
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
平
和
で
な
け
れ
ば
、

安
心
し
て
安
全
に
働
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

い
い
仕
事
が
し
た
い
、
誇
り
を
持
っ
て
働
き

た
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
秋
、
す
べ
て
の
職

場
、
地
域
で
憲
法
を
守
り
、
い
か
す
運
動
を
大

き
く
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◀▲10.14秋の憲法大学習会で講演する渡辺治名誉教授

　10月15日には大阪市内で秋の組織拡大ス
タート宣伝が行われ、「安心して働き続け
られるよう職場で声を上げよう」「要求を
実現するために労働組合に入ろう」と呼び
かけられました。

2018年秋の組織拡大月間で
仲間を増やそう

３
０
０
０
万
人
署
名
で

改
憲
発
議
は
さ
せ
な
い
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化学一般の集会で共済拡大を訴える担当者達

たたかいは
ここから


